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ディケ ンズと教育

「ハ ー ド ・タイムズ』 と 『我 らが共通の友』 を中心 に一

中 島 彰 子

要 旨

チ ャールズ ・ディケ ンズが強い関心 を寄せ、多 くの作品で取 り上げたテーマは教育で

ある。彼 は数々の学校や教師を描 くことで、当時の教育方法 に対 して辛辣な批判 を浴び

せた。その中で も 『ハー ド・タイムズ』と 『我 らが共通の友』における描写、例えば、

想像力 を軽視 した事実一点張 りの詰め込み教育や、師範学校での機械的な訓練により人

間性が欠如した教師像は特に印象的である。

本論では、両作品に出てくる学校や教師の場面から、ヴィク トリア朝期に行われてい

た教育方法とディケンズの教育観を分析するとともに、著作活動以外にディケンズが取

り組んだ慈善活動 との関連を考察 した。

キ ーワー ド CharlesDickens,HardTimes,

育

OurMutualFriend、 ヴ ィ ク ト リ ア 朝 、 教

はじめに

ヴィクトリア朝は子 ども達 に人文教養的な教育 を施すことよりも、有用な知識 を蓄え

るため実際的な教育を施す ことに関心が寄せ られた時代である。特に労働者階級への教

育では、慈善や愛に基づいた人間性を中心とする要素は排除され、役に立つ事実 を暗記

させることが教育の本質 と考えられた。実際に多 くの学校や公立の図書館においてフィ
の

クシ ョンは禁止 されてい たのであ る。

チ ャールズ ・デ ィケ ンズ(CharlesDickens,1812-1870)は 、 こう した状況 に対 す る痛

烈 な非 難 を表 わすため数 々の作 品 で教 育問題 を取 り扱 ったが、特 に 『ハ ー ド ・タイムズ』

(HardTimes,1854)と 『我 らが共通 の友』(OurMutualFriend,1864-1865)に 登 場 す る

教育現場 の描写 は、当時 のイギ リス社 会 を如実 に映 し出す存 在 と して、時代 を問わず多
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くの読者に強い影響 を与えている。本論では両作品に描かれた教育に関する場面を取 り

上げ、当時行われていた教育方法を明 らかにしながら、ディケンズの教育観を分析する。

また、ディケンズ作品を効果的に読むためには、単に小説 として見るだけではなく、彼

の著作活動 を超えた調査員やジャーナリス トといった大 きな次元で捉えてい く必要があ

る。そこで、彼が実際に行った慈善活動 と作品 との関連 も考察 していく。

1.詰 め込み教育の実態

『ハ ー ド ・タイムズ』 は、下層 階級 の子 ども達 に対 す る初 等教育 を舞 台 に してい る。

この作 品の 中 に描 かれ てい るのは産業都 市 コー ク タウ ン(Coketown)に あ る、 グラ ッ

ドグライ ン ド(Gradgrind)が 創 った学校 であ る。 コー クタウ ンは、 産業革 命で大 きな

発展 を遂 げたマ ンチ ェス ターをモデ ルに した と考 え られ ている。 グラ ッ ドグライ ン ドの

教 育 システムで は 「事実」(Facts)の み が重 視 され、 「想像 力」(imagination)は 無 用 の

もの だ と考 え られ てい る。作 品の冒頭 に出 て くる学校風 景 か ら、 「事 実」 とい う言葉 を

繰 り返す 、単調 な詰 め込み教育 が施 されてい るこ とがわか る。

"Now
,whatIwantis,Facts.TeachtheseboysandgirlsnothingbutFacts.Factsalone

arewantedinlife.Plantnothingelse,androotouteverythingelse.Youcanonlyform

themindsofreasoninganimalsuponFacts:nothingelsewilleverbeofanyserviceto

them.ThisistheprincipleonwhichIbringupmyownchildren,andthisistheprinci-

pleonwhichIbringupthesechildren.SticktoFacts,Sir!"(HT,1)

「私の求めているものは事実です。 この学校の子ども達には事実のみを教えること。

人生において必要なものは事実のみです。それ以外の ものは引っこ抜 き、決 して植

えつけてはならない。思考力のある動物の精神を形成できるのは、事実のみです。

それ以外の ものは、彼 らには何の役にも立たないのです。私はこの原理に基づ き自

分の子 ども達を育て、ここにいる子 ども達 も育てています。事実に専念 してくださ

い。」

これは校長であるグラッ ドグラインドが、自らの教育哲学 を演説する場面である。冒

頭の数行に何度 も 「事実」 という言葉が繰 り返されているように、同じ言葉を反復 して

使用するのは、ディケンズの得意とする修辞法である。この手法によって小説の主題が

読者に強く印象づけられるのである。第2章 に描かれている具体的な授業風景を見てみ

ると、この学校では大勢の子 ども達が整然と並び、「小 さな器」(littlevesse1)に 喩えら
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れる彼 らの頭 には、ぎりぎりまで知識が詰め込まれているのがわかる。例えば、「馬の

定義を述べよ」 という教師の質問に対 し、ここの教育システムにおいては模範生 と見な

されているビッッァ(Bitzer)は 次のように答 える。

"Quadruped
.Graminivorous.Fortyteeth,namelytwenty-fourgrinders,foureye-teeth,

andtwelveincisive..."(HT,5)

「四足獣 で草食 。40本 の歯があ り、24本 は臼歯 、4本 は犬歯、そ して12本 は切歯 です 。」

グ ラ ッ ド グ ラ イ ン ドが"Youarenevertofancy."(HT,7)と 言 う よ う に 、 こ の 学 校 で

は 実 用 的 な 知 識 と 関 係 の な い 物 は 無 用 で 、 無 価 値 だ と 考 え ら れ て い る 。 こ こ に い る 子 ど

も 達 は 空 想 な ど し て は い け な い の で あ る 。 実 際 に 物 を 見 た り触 れ た り す る こ と が ほ と ん

ど な く て も 、 物 の 定 義 を 暗 記 し 、 繰 り 返 す こ と が で き れ ば 、 子 ど も達 は そ の 物 を 理 解 で

き た と信 じ て い る の だ 。 ジ ョ ン ・マ ニ ン グ(JohnManning)が 『デ ィ ケ ン ズ の 教 育 観 』

(DickensonEducation,1959)の 中 で"Dickensthenproceedstodevastatetheabuseof

theso-called"objectlessons"whichhaddeterioratedbythistimeintomeredefinitions

givenoutbytheteacher,tobememorizedbythepupilswithlittleornoreferencetothe
　ラ

objectsthemselves."と 述 べて い るよ うに、 当時の イギ リスで は教 師が単 に定義 を与 え

るだけで、物 自体 を参照す る ことが ほ とん どな く、生徒達 に定義 を暗記 させ る とい う状

態 に まで悪化 してい た。 『ハ ー ド ・タイムズ』 の中 でデ ィケ ンズ は、 当時 問題 にな って
ヨ ラ

いた 「実物教育」(objectlessons)の 濫用 に打撃 を与えているのである。 また、定義 し

た物をほとんど理解で きていない生徒 を描 くことで、この教授方法の欠点を浮 き彫 りに
4)

した。この方法はもともと子 ども達に正確に物 を観察させ、分析させることが 目的で

あったが、次第に物の定義づけが 目的となり、生徒 は実物に触れる機会が減っていった。

それにより生徒の考え方はどんどん窮屈 になり、想像力が欠如 していくことになる。

ビッッァが馬の定義を答えた後、校長は"Nowgirlnumbertwenty,...Youknowwhata

horseis,"(HT,5)と 一人の女子生徒に声 をかける。この学校の生徒 は番号を付けられ

てお り、名前で呼ばれる事はない。「女子二十番」とされているのは、ビッツァとは対

照的な人物、シシー ・ジュープ(SissyJupe)で ある。シシーの父親はサーカス団に所

属 してお り、そこでは馬を使 った芸が出し物であるため、彼女が馬の定義を答えること

がで きな くても、実際に馬 と触れ合っているのだ。この学校では劣等生と見なされてい

るシシーであるが、優等生 と見なされているビッッァよりも多 くの経験 を積んでいるの

は彼女の方なのである。

ディケンズは有用 な知識の詰め込みや暗記よりも、経験が子ども達の人格形成 に良い
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影響を与えるということを主張している。また、感情や想像力 を否定するグラッドグラ

イン ドの教育方針は、当時イギリス社会においても、権力者の多 くが考えていたことで

あ り、このままでは大半の子 ども達を堕落させるに違いないと、ディケンズは強い危機

感を覚えていた。グラッ ドグライン ドは当時のイギリスで誤った教育を施していた多 く

の人物の代表者なのである。『ハー ド・タイムズ』の冒頭 にグラッ ドグラインドの教育

哲学を取 り上げたことにより、ディケンズは多 くの読者にこのような実情 を伝えること

ができた。彼はこの作品を通 じて当時の教育方針に対するメッセージを描 き、少 しでも

教育が改善されるよう努めたのである。

II.師 範学校出身の教師達

グラ ッ ドグライ ン ドの学校 で は、 師範学校(trainingcollege)で 免 許 を得た ばか りの

マ クチ ョー カムチ ャイル ド(M'Choakumchild)と い う教 師 が教 えてい る。 デ ィケ ンズ

は彼 を次 の ように表現 して いる。

Heandsomeonehundredandfortyotherschoolmasters,hadbeenlatelyturnedatthe

sametime,inthesamefactory,onthesameprinciples,likesomanypianofortelegs.

Hahadbeenputthroughanimmensevarietyofpaces,andhadansweredvolumesof

head-breakingquestions_Ah,ratheroverdone,M'Choakumchild.Ifhehadonly

learntalittleless,howinfinitelybetterhemighthavetaughtmuchmore!(HT,8)

彼 と140人 あまりの教師たちは同時に、同 じ数のピアノの脚のように、同じ工場で

同じ原理に基づいて最近生産された。限 りない多様性の能力を試 し、頭が破裂 しそ

うな多 くの質問にも答えた。一 ああ、や り過 ぎだった。マクチ ョーカムチャイル ド

さん。もし彼の学んだことがこんなに多 くなければ、 もっとたくさんのことをもっ

と良く教えることがで きただろうに。

これはできるだけ多 くの知識 を詰め込むという、機械的な訓練 を受けてきた有資格教

師に対 しての痛烈な風刺である。ディケンズは師範学校 を 「工場(factory)」 とし、教

師達を工場で大量生産された物に喩え、当時の教員養成制度 に批判的な態度をとった。

更にマクチ ョーカムチ ャイル ドの名(M`Choakumchild)が 「子 ども(child)を 窒息

(choke)さ せ る」 という意味に由来することか らもわかるように、彼は子 ども達に教

育を施すどころか、彼 らの人間性や想像力が豊かになることを妨げる存在 なのである。

そして自分 と同 じように子 ども達にも知識 を詰め込むことで、 ビッツァのように想像力
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の欠乏 した生徒 を増や してい くの だ。 しか しこの作 品で は、 マ クチ ョー カムチ ャイル ド

が 出て くる場面 が少 ない ため、デ ィケ ンズの批判 もあ ま り効 果的で はない。

彼 はこの10年 後 に発 表 され た 『我 らが共 通 の友』 にお い てブ ラ ッ ドリー ・ヘ ッ ドス

トー ン(BradlyHeadstone)と い う有資格教 師 を描 く時 に も同 じような批 判 を繰 り返 し

てい るので、以下 に示す。

Hehadacquiredmechanicallyagreatstoreofteacher'sknowledge...Therewasa

kindofsettledtroubleintheface.Itwasthefacebelongingtoanaturallysloworinat-

tentiveintellectthathadtoiledhardtogetwhatithadwon,andthathadtoholditnow

thatitwasgotten.Healwaysseemedtobeuneasylestanythingshouldbemissing

fromhismentalwarehouse,andtakingstocktoassurehimself.(OMF,217)

彼は機械的に教師 としての豊富な知識を蓄えた。一彼の顔には、常に苦労が表れて

いた。生まれつき鈍 くて怠慢な知性 しか持っていなかった彼が苦労して手に入れた

もの、それを持ち続けるために、常に苦労 しているという顔であった。彼はいつ も

自分の知的倉庫か ら何かがなくなっていないかと不安で、自分を安心させるために

常に在庫確認をしているようであった。

ヘ ッドス トーンは非常に貧しい環境で育ったため、自分に対する劣等感を持ちなが ら

も自力で這い上が り、教師になる資格 を得た26歳 の青年である。人一倍プライ ドは高 く、

いつ も上品な服装に身を包んでいるが、顔には苦労が滲み出ている。ユージーン ・レイ

バーン(EugeneWrayburn)と いう有産階級出身の弁護士に対抗意識 を燃や してお り、

彼の内には詰め込んだ知識がなくなることの恐怖や有産階級 に対するコンプレックスと、

どの階級 にも属 さない不安定な立場に対する不満が錯綜 し、独特の陰畿 な雰囲気 を醸 し

出 している。マクチョーカムチ ャイル ドと同 じように 「墓石(Headstone)」 という滑

稽な名前 を付けられている点からも、ディケンズの教育批判 を体現する人物だとわかる。

以上の ことか ら、ヘ ッ ドス トー ンは教員養成制度で受けた教育がいかに 「機械的」

(mechanically)な ものであったかを表すのに、マクチ ョーカムチャイル ドよりも十分

な性格描写がなされていると言える。

ここで当時の師範学校 は実際にどのような状況であったか、フィリップ ・コリンズ
ら　

(PhilipCollins,1923-2007)が 詳 しく調査 しているので見 てみ よう。次 の引用 は、1858年

の 国民教 育調査 のため に作 られた ニュー カー スル審議会 において、 ある師範学校 の校長

が教員養 成の訓練 につい て言 及す る場 面であ る。
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Letuslookattheprogrammeofsubjectsrequiredtobeknownbythestudents.Their

characterandtheirnumberatonceindicatethatthepresentcoursepursuedintrain-

ingschoolstendstoimpartinformationratherthantodevelopthefacultiesandtodisci-

Alinethemind.Vastdemandsaremadeonthememory,littleisdonefortheimprove-

mentofthejudgmentorreasoningpowers...Touseaverysignificantandveryintelli-

gibleexpression,thegreatfeatureofthecourseofstudypursuedintrainingcolleges

iscram.(Collins,151)

この校 長 に よる と、師範 学校 でな されて いる訓練 とい うの は、 「能力 を伸 ばす こ とや、

精 神 を鍛 える こ とよ りも知識 を与 える」とい う傾 向 にあった。それ はま さに 「詰め込 み」

(cram)教 育 であ る。 この ような学校 を卒業 した学生 の 中か ら、 マ クチ ョー カムチ ャイ

ル ドやヘ ッ ドス トー ンの ように、知識 は豊富 だが事実 のみ を重視 し、想像 力が 乏 し く、

活気の ない教師が何 人 も生 まれたので ある。そ して多 くの学校 にお いて知識 を機械 的 に

詰め込 む授 業が行 われ た。 グ ラ ッ ドグ ライ ン ドの学校 にお ける優 等生 ビ ッツ ァも、"His

skinwassounwholesomelydeficientinthenaturaltinge,thathelookedasthough,ifhe

werecut,hewouldbleedwhite."(HT,5)と 描 写 され、彼 の顔 色 はまるで 白い血 が流 れ

てい るよ うな不健康 な もの である。彼 らに は詰 め込み教育 に よる悪影響 が よ く表 されて

い ると言 え よう。

前述 した ような教 師た ちを生 み出 した教 員養成制 度(pupil-teachersystem)と い うの

は、19世 紀 初頭で は監督生方式 が主流 であ った。 まず1人 の教 師が年 長の生徒何 人か に

課業 を教 え る。そ の生徒 たちは監督生 と呼ばれ、教 え られ た課 業 をまるで鵬鵡 の ように

10人 ぐらいの子 ども達 に繰 り返すので ある。 しか しこの方式 で は監督生 は 自分が理解 で

きない科 目を教 えるこ とが で きた。 そ こで ジェ イムズ ・ケ イ ・シャ トル ワース(James
　ラ

Kay-Shuttleworth,1804-1877)が 、それに代 わる新 しいシステムの発展 に貢献した。彼

は有望で将来教師になる人材を先生の もとで8歳 から13歳 までの五年間、助教師を勤め

させてから師範学校で2年 間勉強させるや り方を考えたが、充分に政府からの援助金が

手に入 らず失敗 に終わる。それで も彼はあ きらめず、1840年2月 バ タシー(Battersea)

に教員養成学校を設立した。彼は13歳 に達 した生徒達を見習いあるいは教生として5年

間校長先生の元で修業させることにし、昼間は先生 として教室で教え、夜 は生徒 として

校長に教えてもらうという新たなシステムを考えた。そ して生徒達は報酬 として下賜金
わ

を受 ける地位 とす る とい う制 度 を作 る よう、 シャ トル ワー スは働 きかけたので ある。 こ

の制度 で教生 として登録 され てい た女 王給費生(Queen'sScholars)の 第1期 生が1853

　ラ

年に師範学校 を卒業 し、教職に就いた。師範学校の卒業生が どのような教師になり、ど

のような授業を行ったのか という新たな関心が向けられた頃に 『ハー ド・タイムズ』は
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発表 されたのである。

『我 らが共通 の友』 にはチ ャー リー ・ヘ クサ ム(CharleyHexam)と い う少年 が登場

す る。 ヘ ッ ドス トー ンは貧 し くて も勉 強熱心 なチ ャー リー を見て、昔 の 自分 の姿 を重 ね

たの であ ろう。 チ ャー リーに大い なる期 待 を抱 き、 自分 と同 じように師範学校へ行 かせ

よ うとした。 チ ャー リー の父親 はロ ン ドンの仮想 生活の 中で も、最下 層の部分 を 占め る
　ラ

稼業 をや っていた。父親 は もち ろん教 育 を受 けてお らず、 チ ャー リーが学校 に行 くの も

断 固 として反対 してい たが 、姉の リジー(LizzieHexam)は 弟 の能力 を心か ら認 め、彼

の将来 を次の よ うに 占う。

"
...Thereareyou,Charley,workingyourwayinsecretfromfather,attheschool;and

yougetprizes;andyougoonbetterandbetter...Youcometobeapupil-teacher,and

youstillgoonbetterandbetter,andyourisetobeamasterfulloflearningand

respect."(OMF,29-30)

「お父さんには内緒で、学校で頑張っているあなたが見 えるわ、チャー リー。そ し

て賞 をもらうの。それからどんどん偉 くなって一見習い教師になって、 どんどん偉

くなって、深い学識のある、尊敬 される先生になるわ。」

空想 の イメージであ る火 を見つ めなが らリジーが思い描 いた弟 の未 来は、 まるでヘ ッ

ドス トー ンが 成 し遂 げ た 立 身 出世 物 語 の よ う だ。 当時 はサ ミュエ ル ・スマ イ ルズ

(SamuelSmiles,1812-1904)が 『自助論 』(Self-Help,1859)で 説 いた 自助 の哲学 の よう

に、勤勉 と忍耐 に よって大成 功 を収 める ことが 目標 とされていた時代 であ る。下 層階級

か ら這 い上が るため、正規 の学校教育 を受 けるこ とな く独学 で知識 を増 や し、教 師 を 目
　ラ

指す若者がどんどん増えていた。スマイルズの自助の哲学の特徴は、子 どもにとって小

説は害 と考え、役に立つ知識 を重視 している点である。それはまるでグラッドグライン

ドの哲学 を思い起 こさせるものだ。

リジーが父親に内緒でお金を貯めたおかげで、チャー リーはヘ ッドス トー ンが教鞭を

執っている国民学校 に通 うことができた。この学校ではどのような授業がなされていた

のだろうか。実際にヘ ッドス トー ンが授業をする場面はほとんど出てこないが、同 じ学

校で働 く先生ピーチャー(MissPeecher)と 生徒 メアリ ・アン(MaryAnne)の 対話を

見てみよう。

...`howoftenhaveItoldyounottousethatvagueexpression,nottospeakinthatgen一
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eralway?Whenyousaytheysay,whatdoyoumean?PartofspeechThey?'

MaryAnnehookedherrightarmbehindherinherlefthand,asbeingunderexami-

nation,andreplied

`Personalpronoun
.'

`Person
,They?'

`Thirdperson
.'

`Number
,They?'

`Pluralnumber
.'

`Thenhowmanydoyoumean
,MaryAnne?Two?Ormore?...(OMF,220)

「そ の ような曖昧 な表現や漠 然 と した言 い方 を して はな らない と、今 まで私 は何 度言

い ま した?"they"と は どうい う意味 で言 って いるのです?"they"の 品 詞 は?」

メア リ ・ア ンは右腕 を背後 に まわ し左手 で掴 まえ、試問 中の体 勢 にな り、答 えた。

「人称代 名詞です 。」

「"they"の 人 称 は?」

「三人称 です。」

「"they"は 単 数 ですか?複 数 ですか?」

「複数 です。」

「そ れでは、何 人 を意味す るのです か?2人?3人?そ れ ともそれ以 上ですか?」

ピーチャーは小柄で明るく、こぎれいで几帳面な、とても健康的な先生で、ヘ ッドス

トー ンに恋心を抱いている。学校では花に水 をや り、人間らしく魅力的な若い女性 とし

て描かれているが、そんな彼女でさえ、生徒 にとっては退屈でしかない文法中心の教 え

を施 している。彼女 も師範学校の詰め込み教育を受けて きたのだろう。 この描写か ら、

当時の学校 において どの ような授業がなされていたかがわかる。デ ィケンズはピー

チャーのように好感 を持てる人物にも、師範学校における訓練の弊害を表しているので

ある。

皿.貧 民学校

チャーリーが今の学校 に入る以前はもっと環境が悪 く、他の学校には受け入れてもら

えない貧 しい子 ども達が大勢いる学校、いわゆる貧民学校(RaggedSchool)に 通って

いた。その様子は 『我 らが共通の友』第2巻 ・第1章 の冒頭から数ページに渡 り、次の

ように描写されている。
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TheschoolatwhichyoungCharleyHexamhadfirstlearnedfromabook‐the

streetsbeing,forpupilsofhisdegree,thegreatPreparatoryEstablishmentinwhich

verymuchthatisneverunlearnedislearnedwithoutandbeforebook‐wasamiser-

ableloftonanunsavouryyard.Itsatmospherewasoppressiveanddisagreeable;it

wascrowded,noisy,andconfusing;halfthepupilsdroppedasleep,orfellintoastate

ofwakingstupefaction;theotherhalfkeptthemineitherconditionbymaintaininga

monotonousdroningnoise,asiftheywereperforming,outoftimeandtrue,ona

rudersortofbagpipe.Theteachers,animatedsolelybygoodintentions,hadnoidea

ofexecution,andalamentablejumblewastheupshotoftheirkindendeavours...

Contrariwise,theadultpupilsweretaughttoread(iftheycouldlearn)outofthe

NewTestament;andbydintofstumblingoverthesyllablesandkeepingtheirbewil-

deredeyesontheparticularsyllablescomingroundtotheirturn,wereasabsolutely

ignorantofthesublimehistory,asiftheyhadneverseeorheardit...Inthiswayit

hadcomeaboutthatCharleyHexamhadriseninthejumble,taughtinthejumble,

andbeenreceivedfromthejumbleintoabetterschool.(OMF,214-6)

若 きチャーリー ・ヘクサムが初めて本で勉強した学校は一いかがわしい路地裏の悲

惨な屋根裏にあった。異常に蒸 し暑 く不愉快で、混雑 してお り、騒が しくて混乱す

るような雰囲気で、生徒の半分は居眠 りをしているか昏睡状態 という有様であった。

一教師は善意だけで動いていたので、 どのように授業 を行えばよいか もわか らず、

彼 らの努力は嘆かわしい混乱を生み出す結果 となった。一大人の生徒達は習得する

ことがで きだろうと、新約聖書を読むことを教えられていた。 しかし単語に詰まる

ばか りで一崇高な歴史を全 く知 らず、まるで彼 らは聖書 を見たことも読んだことも

ないのと同じであった。一 このようにしてチャー リー ・ヘクサムはこの混乱状態の

中から出世 し、混乱状態の中で教え、混乱状態よりはましな学校で受け入れられた

のである。

ディケ ンズが作中で貧民学校について 「混乱状態」(jumble)と いう言葉 を何度 も繰

り返 し使い、その最悪の環境 について詳しく描 く事がで きたのは、実際に貧民学校 を視

察 した経験か らである。また、ここで描かれている教師 というのは、以前か ら彼が非難

を浴びせてきた無資格教師が主である。教え方 もわか らない善意だけの教師が、飢 えに

苦 しみ、善悪の判断もで きないような子ども達に教義を説いても無意味であるとディケ

ンズは強 く感 じた。また、子 どもに悪影響を及ぼすほ どの環境の悪さは、早急に改善が

必要だと考えた。
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で は、 デ ィケ ンズが大 きな関心 を抱 いた貧民学校 につい て簡 単 に説 明 してお こ う。 も

とも と貧民学校 とい うの はジ ョン ・パ ウ ンズ(JohnPounds,1766-1839)と い うポー ツ

マスの靴 職人が、近所 の貧 しい子 ど もたち を自分 の仕 事場 に呼び、無料 で読み書 きを教

ユユう

え、食事 を作 ってや り、靴 の修 繕 も してあげ たこ とか ら始 まった と考 え られて いる。彼

が亡 くなった1839年 以 降 にこの学校 は多 くの人 々に知 られ る ようになった。

1843年9月14日 、 デ ィケ ンズは以前 か ら親交 のあった ア ンジェラ ・バ ーデ ッ ト=ク ー
12)

ツ(AngelaBurdett-Coutts,1814-1906)と サ フロ ン ・ヒル(SaffronHil1)の フ ィール

ド ・レイ ン貧 民学校(FieldLaneRaggedSchool)を 視 察 した。 サ フ ロ ン ・ヒル とは

『オ リヴ ァー ・トゥイス ト』(OliverTwist,1837-1839)に 登 場 す る悪 党 フ ェイ ギ ン

(Fagin)の 巣 窟があ る とされ た場所 で ある。その後 デ ィケ ンズの貧民教 育への 関心 は更

に高 ま り、彼 は幾 度 もロ ン ドンにあ るそ の よ うな学校 を訪 れ る よ うに なっ た。 また、

フィール ド ・レイ ン貧民学校 が寄付 を求 め る広告 な どを出 した ことに より、多 くの著名

人 も貧 民学校 に寄付 をす る ようにな った。そ の影響 もあ り、1844年 に は200人 も の教 師

が 「貧民学校 連合」(TheRaggedSchoolUnion)を 結 成す るに至 った。

デ ィケ ンズ が1852年 に フ ィール ド ・レイ ン貧 民学校 を視 察 した時 の様子 は 『ハ ウス

ホー ル ド ・ワー ズ』(HouseholdWords)に 「われ われ を驚かす怠慢 」(ASIeeptoStartle
　の

Us)と い うタイ トルで掲載 されている。その中でディケンズはこの学校が大いに改善

されたことを書いているが、未だに良い教師が少ないことを批判している。貧民学校の

ほとんどがボランティアの教師によって授業がなされていた。そのため、教え方 もわか

らない質の悪い教師が多かった。ディケンズは子 ども達のためにもっと良い施設を用意

し、もっと良い教師を雇うことが早急に必要であると考えた。

ここからは貧民学校 に関する資料か ら、その実情 を明 らかにしていきたい。ジョン ・

パ ウ ンズの学校 を基 に、エ デ ィンバ ラ に貧民 学校 を設立 した トマ ス ・ガス リー
ゆ

(ThomasGuthrie,1803-1873)に よ る と、浮 浪児 たちの状況 は改善 され た と述べ、貧 民

学校 の教 室が満員 にな るにつ れて、刑務所 の独房 は空 きが 出る と書 いてい る。特 に14歳
ユらラ

か ら16歳 までの少年少 女 に関するデ ー タを見 る と、11年 間で罪 を犯 した少年少女 の数 は

4分 の1ほ どに減 ってい るので貧民学校 に よる効果 は出 ていた とい え よう。実際 に貧民

学校 は犯罪 が多発 す る地域 に建 て られて いた し、"BymeansofRaggedSchools,thou-

sandsofmiserablechildrenhavebeenturnedintohappyandvaluablemembersof
16)

society."というガス リーの言葉か らも、教育内容はさてお き、浮浪者同然の子ども達 に

とっては良い影響を与 えていたといえる。しか しまだ改善されていないことは多 く残 っ

ていた。ここか らは、前述 した 「貧民学校連合」の雑誌である、『貧民学校連合マガジ
ユ　ラ

ン 』(TheRaggedSchoolUnionMagazine)の 内 容 を 読 み 取 っ て い く 。
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ThegreataimofRaggedSchools,weconfessandrejoice,is,toimpartreligious

instruction.Otherobjectstheundoubtedlyhave;buttheseareallsubordinatedtothe

chiefendofbringingneglectedandignorantchildrenwithinreachofthedoctrineof

Christ.Hisreligionisadaptedtoeveryclassandeverytypeoffallenhumanity.(The

RaggedSchoolUnionMagazine,232)

ここに書かれているように、「貧民学校の最大の 目的は宗教教育を施すこと」であっ

たため、授業内容は宗教が中心であった。貧民学校 に関 してディケンズが特に問題視 し

たのは、宗教の教えが中心 という授業内容である。貧民学校の関係者は教育熱心 なのだ

が、政府か ら援助金が拠出されることを恐れていた。なぜなら援助金 を貰うということ

は政府からの干渉が入るということであ り、そのために宗教教育を施すとい う最大の 目

的を果たせなくなる可能性があるからだ。ディケンズは政府からの援助金があれば生徒

達のためにもっと良い施設を用意することができ、 もっと良い教師を雇 えると考えた。

また、知識がほとんどない生徒 に、難解 な宗教教育を施 しても何の意味もないと感 じて

いた。
　　ラ

『貧民学校連合マガジン』の記録によると、当時フィール ド・レイン貧民学校は月曜

日か ら金曜 日、そして 日曜日に開いていた。平 日の昼間は150人 、夕方は45人 、 日曜は

390人 もの生徒がここで学び、その人数に対 して教師は24人 しかお らず、そのうち有給

の教師は2人 だけで、後の22人 はボランティアであった。1849年 のロンドン全体におけ

る貧民学校の状況は、学校数は82校 あり、日曜学校の生徒数が8130人 、平 日の生徒数が

4295人 、夜間の生徒数が4824人 であった。教師の数 はボランティアが929人 で、そのう

ち給料 を貰っているのは124人 しかいなかった。貧民学校の教室は不潔で、設備 も整っ

てお らず、ほとんどがボランティアの教師によって授業がなされていた。このような実

情を踏 まえてディケンズは貧民学校を否定的に描いたのである。 しかし、彼は当時の教

育方針 に反対で も、貧民学校や師範学校がな くなればいいと考えていたわけではない。

彼が何度も貧民学校へ足を運び、募金運動の援助 もするきっかけとなったのは、ユレイ

ニア ・コテッジ(UraniaCottage)と い うホームレスの女性のためのリハ ビリセンター
ユ　　

を設立 したことである。貧民学校から多 くの女性が選ばれ、 このコテッジへ仮入所が許

された。そ してもう一つの要因としては、ディケンズ自身の生い立ちにあ り、彼は貧民

学校の子 どもたちに同情せ ざるをえなかったと考えられる。

ディケンズには父親が借金のためマーシャルシー債務者監獄へ入れられ、幼い彼 もそ

こで過 ごすという惨めな時期があった。ディケンズは12歳 の時に靴墨工場へ働 きに出さ

れ、それは数ヶ月という短い期間であったが、朝から晩まで働かされた経験は少年の心

に深い傷 を残 した。その頃の精神的苦痛 は彼が小説を執筆する際にも大きな影響 を与え
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る こ と と な る 。"Iknowthat,butforthemercyofGod,Imighteasilyhavebeen,forany

　う

carethatwastakenofme,alittlerobberorlittlevagabond."と い う言葉 か らもわかる よう

に、 デ ィケ ンズ 自身 ももう少 しの ところで浮浪児 にな るか もしれ ない境 遇 にあ った。後

に父親 に遺 産が舞 い込み靴墨工 場での仕事 を辞 めた彼 は、 それか ら2年 半学校 に通 うこ

とが で きた 。 彼 が 通 った ウ ェ リ ン トンハ ウ ス ・ア カ デ ミー(WellingtonHouse

Academy)は 、 彼 の 自伝 的小 説 『デ ィヴ ィ ッ ド ・コパ フィール ド』(DavidCopperfield,

1849-50)第7章 に詳 しく描か れて い るが 、当時 は まだ義務教 育制 度が なか った ため学

校 の環境 や教育 内容 はあ ま り良い もの では なか った。デ ィケ ンズ は自 らの経験や独力 で

成 し遂 げた勉 強 に よって多 くの知識 を得 たの だ。彼 が少 しで も貧民 に対 す る教育 が改善

す るこ とを心か ら願 ってい たの も、 この ような過去 の出来事 があ ったか らであ る。

N.詰 め込み教育の弊害

マクチョーカムチャイル ドの登場回数は少なく、第3章 以降は授業風景もほとんど描

かれていない。『ハー ド・タイムズ』の後半ではグラッドグラインド家の子 ども達や、

一緒に暮 らすことになったサーカス団員の娘シシーなど、家庭での教育に焦点が絞 られ

てい く。

ヘ ッドス トー ンの結末は次のように描かれている。貧 しい生活か ら身を起こし、 自分

の力だけで教師になるとい う立身出世を成 し遂げたヘッ ドス トーンは、チャー リーの姉

リジーに好意を寄せるのだが、恋敵 レイバー ンを恨み、殺人未遂にまで発展する。殺人

未遂について自分を恐喝 してきた相手を殺そうと考え、格闘した後、一緒 に河で溺死 し

てしまう。ディケンズは、ヘ ッドス トーンに潜在する不安を絶妙に描 き、その要素 を犯

罪にまで結びつけることに成功 した。従ってマクチ ョーカムチャイル ドよりも興味深い

人物として評価されているのだ。また、今 まで努力して築いてきた地位が一瞬にして崩

れたヘ ッドス トーンは、詰め込み教育の犠牲者だとも考えられる。

一方のチャーリーは師範学校 を卒業 し、姉の予想通 り教師になっていた。ヘッ ドス

トーンが殺人犯だと感づいたチャー リーは、ヘ ッドス トー ンから施された恩も忘れ、非

情 にも彼 との縁 を切 った。そしてチャーリーはもっと上の世界 を目指 し、出世街道 を

まっしぐらに進むのである。

ディケンズは 『クリスマス ・キャロル』(AChristmasCarol,1843)に 描いたように、

以前か ら 「無知」 と 「犯罪」を結びつけて考えていた。多 くの知識を得たはずのヘッド

ス トー ンが罪を犯 して、身を滅ぼすという悲惨 な結末 をつけた理由としては、彼には

「知識」はあっても 「知恵」がなかったのだと考えられる。『ハー ド・タイムズ』に登場

するシシーはサーカス団員の娘であ り、学校では将来性のない、劣等生 と見なされてい
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るが、サーカス団員との 「経験」を積んでいるという点で、特異な存在である。彼女は

教室における事実一点張 りの授業よりも大切な、生きる 「知恵」を自然に身につけて き

たのだ。シシーはマクチ ョーカムチ ャイル ド、 ビッッァ、ヘッドス トーン、チ ャーリー

とは対照的に、多 くの経験 を積 むことで想像力が豊かになり、心 と心の触れ合いを大事

にする人物である。ディケンズはシシーのように人間味にあふれた教師の必要性 を説い

た。 また、ディケンズの巧みな技術により、当時の社会において下層階級から這い上

がった有資格教師は、非常に立場が不安定な職業であることがわかった。

おわ りに

両作品における描写を分析 して明らかになったディケ ンズの教育観において特 に強調

されているのは、想像力の重要性 と、子ども達に対する教育方針の改善を要求 している

ことである。師範学校で訓練 されたマクチ ョーカムチャイル ドやヘ ッドス トーンのよう

な教師に対 しては、彼 らにはもっと広い視野 と想像力が必要であると考えた。ディケ ン

ズは学ぶことの大切 さを伝えなが らも、機械的で想像力を軽視 した事実一点張 りの詰め

込み教育の訓練を受け、多大 な知識を詰め込まれることで人間性や理解力を失ってい く

人物を描 くことに成功 している。そして教師は学校 において、機械的に定義を暗記させ

るだけではなく、生徒達の精神 を鍛え、想像力を豊かにさせ、彼 らの人格形成を積極的

に支援二しなければならない。そのためには教師に能力 と人格がともに備わっている必要

があるというのがディケンズの主張である。

『我 らが共通の友』が完成 した小説 としてはディケンズの最後の作品である。「富」

と 「愛」 など、読者に伝えたかった数々のテーマが交錯する、彼の集大成ともいえる作

品であ り、『ハー ド・タイムズ』にも描いた詰め込み教育 と機械的な教師のイメージ、

そ してヘッ ドス トーンの死 という結末を織 り交ぜたことによって、当時の人々に教育方

針の改善を意識 させることに大いに貢献した といえる。また、ディケンズが望んだ教育

改革は、現在における教育問題と結びつ く部分があることを忘れてはならない。

注

テクス トはTheOxfordIllustratedDickens(London:OxfordUP)を 使用 した。『ハー ド・タ

イムズ』はHT、 『我 らが共通の友』はOMFと 略記 し、引用箇所の括弧内に頁数を示す。なお、

本論の 日本語訳はすべて筆者による。
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